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目的

結果5：運動実践状況群別 介護予防のための
基本チェックリストとの関連

結果3：運動実践状況群別 栄養素等摂取状況

運動機能に関する項目、認知機能に関する項目、フレ
イル等の可能性については、３群間に有意な差がみられ
た。「運動をしている」と回答していても指導者なし群
では、指導者あり群より運動機能の低下が、該当数の平
均値でみると有意に高かった。低栄養状態の可能性に該
当するものは３群ともに０名であった。

食行動においては、群間に有意な差はな
く、良好な傾向がみられた。
栄養素等摂取量では３群ともに、エネル

ギー、たんぱく質、脂質、カルシウム、鉄、
ビタミンＤ、ビタミンＣ、総食物繊維にお
いて平均摂取量は、平成３０年国民栄養調
査結果と比較して多い傾向であった。
主菜の主材料にあたる肉類、魚介類、卵

類、豆類の合計摂取量において、全国平均
値より上回っていた。野菜の摂取量では、
３群ともに全国平均、国の目標量より多く
食べていた。ただし、食塩相当量は国の平
均、全国平均より多く、減塩、適塩につい
ては今後の課題である。

本研究では地域高齢者の運動実施状況、運動指導者の有無と、基本チェックリストによるフレイルの判定等、身体活動、社会参加、食生活との
関連を明らかにし、介護予防の観点から、高齢者の参加意欲向上につながる身体活動に効果的な体操教室について検討することを目的とした。

調査対象者 :相模原市大野南地区の相模原版いきいき百歳体操の会参加者と地域サロン参加者
調査方法 :介護予防（基本チェックリスト）、身体活動、社会参加、食生活に関する質問紙調査と食物摂取頻度調査を集合法、留置法で行った。
解析方法 ：各項目と運動実践状況と指導者の有無により３群に分けて解析した。群別の介護予防、社会参加、身体活動等はχ２検定と一元配置分散分析、

Turkey HSDの多重比較、栄養素等摂取状況等は、一元配置分散分析、Turkey HSDの多重比較を行った。
調査時期 ：2019年７月～９月 倫理的配慮：新渡戸文化短期大学倫理委員会の承認を得て実施した。（第2017-001号）

本研究では、体操教室の指導者の有無に着目し、運動実践状況群別に体操教室参加のきっかけ、フレイル等の可能性、身体活動、社会参加、食生活との関連を明らかにした。対象
者の９割が運動を実践していると答えた。指導者の有無により運動機能等に差が見られ、指導者あり群は介護予防のための基本チェックリストより、良好な傾向がみられたが、指導
者なし群はフレイルの傾向があったことから、指導者が関わる教室は効果が高い可能性があった。指導者のいる教室に通うものは、退職前から社会参加活動をしていること、友人が
多かったことから、指導者のいる体操教室への参加に負担感が小さいことが考えられた。

本研究において、ご協力いただきました大野南地域包括支援センター、相模原市社会福祉協議会大野南地区の皆様、御園１丁目の自治会長様、御園西自治会長様、民生
委員様、地域活動参加者の皆様に深く御礼申し上げます。

性別、体格、年齢、居住形態、健康状態の基本的属性において、群間による違いはなかった。

結論

結果2：地域高齢者の運動実践状況と群分け

結果4：運動実践状況群別 食品群別摂取量

方法

結果１：対象者の属性
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